
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 ６月１７日（月）、外務省が推進する対日理解促進交流プログラム「JENESYS2019」

中国高校生訪日団３３名との１日交流を行いました。１・２年全クラスに２～３名の中

国高校生が入り、本校の授業や清掃活動、部活動を体験しました。本校の生徒は中国高

校生とバディをし、主に英語でのコミュニケーションを取り、１日を共に過ごしました。

お互い徐々に打ち解け、楽しい時間を過ごす中で、次第にそれぞれの文化の違いを理解

し、また共通点を見つける様子が見られました。部活動体験では茶道・男子バスケット

ボール・女子バレーボールの部員が受入を担当し、また事前準備では３年生ボランティ

アの力も成功に大きく貢献しました。セレモニーの司会担当は、台湾からの長期留学生

と次世代リーダー育成道場研修生に合格した生徒の２名で、中国語も交え、堂々と進行

しました。 

 中国高校生からは、「先生方が丁寧でいつも気にか

けてくれ、私にも分かるようにプリントを使って教え

てくれて嬉しかった」「バディの生徒ととても話が合

った」「生徒はみんな交流に熱心で、すごく好きにな

った」「部活動は盛り上がり、時間が全然足りなかっ

た」などの感想が聞かれました。また、本校の生徒か

らも、「国境を越えた友人ができた」「英語をもっと話

したい」「互いの文化を知り合うことができた」「ぜひ

行ってみたい」など、前向きな感想が聞かれました。 

 短期交流がきっかけとなり、今後、世界と日本に目

を向ける生徒が増えていくことを願っています。 

      （保健体育科 主任教諭・荒木 雅子） 

 

 

 

  

 

 

 

■成瀬高等学校「中国高校生との１日交流を行いました」 
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